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「持続可能性」へと向う
ドイツの大学の地理学と地理教育
山　本　隆　太　　
1．はじめに
ドイツの教育は改革の最中にある。1999 年に欧州 40 か国が調印したボローニャ宣言によって
ドイツにも例えばバチェラー・マスターといった学位制度が導入され，また大学院教育においては
修士課程，博士課程の課程制度化がなされるなど高等教育は大きな改革期を迎えた（木戸 2005）。
また，こうした教育制度改革の動きに加えて，PISA ショックを発端とする教育の質に関する改革
も行われた。中等教育における地理科の在り方に関しては，教育スタンダードが公刊された（DGfG 
2006）。また，高等教育における教員養成課程に関しては，各州の文部大臣によって構成される常設
文部大臣会議が 2004 年から 2008 年にかけて，ドイツ全州に向け「教員養成スタンダード」（KMK 
2008）を公刊し，翌 2009 年にはドイツ地理学会が地理教員養成に携わる高等教育機関向けに「地理
教員養成ガイドライン」を公表した（DGfG 2009）。
こうした教育改革の中で，大学における地理学および地理教育の内容や将来性に関しても一定の
見解が示されてきた。例えばドイツ地理学会の見解として Ehlers&Leser （2002）では，地理学は地
球規模の諸課題に取り組むという課題解決志向や，世界の持続可能性に対する積極的な寄与という
考え方が示されており，この課題解決や持続可能性といった態度や概念は，続く教育スタンダード
や教員養成スタンダードにおいても繰り返し強調されている。こうした流れを受け，ドイツの大
学では持続可能性（Nachhaltigkeit）の概念や観点が大学における地理学の学修課程に導入されつ
つある。
ドイツ全土には総合大学がおよそ 140 あるが，そのうちの 39 の大学において，地理学の修士課程 1 
が設置されている（2012 年 8 月時点）。その 39 大学の修士課程のうち，自然地理学のコースが設置
されているのは 30 大学，人文地理学コースも 30 大学である。修士課程名称に持続可能性の概念が
反映されているのは，6 大学 7 課程である（表 1）。
本稿では，ベルリン・フンボルト大学（以下，フンボルト大学）とアイヒシュテット・インゴルシュ
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タット大学（以下，アイヒシュテット大学）の修士課程のカリキュラムを取り上げ，現代ドイツの
大学における地理学および地理教育に関する大学教育の取組みを報告する。フンボルト大学は地理
学の専門修士課程の事例として，アイヒシュテット大学は地理教育研究および地理教員養成を目的
とした修士課程の事例として取り上げる。尚，両大学の修士課程を取り上げた理由は，履修規定や
カリキュラムなどから，ドイツ地理学会が持続可能性の文脈において重視している「人間―環境シ
ステム」という考えに対してのアプローチが最も明確であると判断されたためである。
2．フンボルト大学の事例　修士課程「人間―環境システムの自然地理学」
フンボルト大学は 1810 年，ヴィルヘルムフォンフンボルトによってベルリンに開校された大学で
ある（潮木 2004）。ヴィルヘルムはアレクサンダーの兄にあたる政治家，言語学者である。
フンボルト大学の数理自然科学部地理学研究所には，修士課程「人間―環境システムの自然地理学」
（以下，人環コース）が 2011 年冬学期から開設されている。それ以前は，「大都市の自然地理学：環
境と自然」（2007 年から 2014 年まで開設 ; 以下，都市コース）との名称で，都市圏における自然地
理学の知識やコンピテンシーを獲得する修士課程が設置されていた。都市コースでは主に都市生態
学の理論や方法論に関する理解が学修目標であり，都市の気候学，生物学，土壌学，水文学と分か
れた学問領域別モジュールを履修することを通じて，都市生態学に関する知識とコンピテンシーの
獲得が目指されていた。2011 年以降に人環コースが設置されてからは，「都市」に代わり「人間と環境」
が学修課程の軸となり，カリキュラムがスケールからテーマベースへと変更された。
それに伴い人環コースでは大気圏，水文圏，地理圏，生物圏，人類圏といった「圏」に基づいた
モジュール構成が採られている。たとえば「人間―環境システム」の学習は地理圏，生物圏，人類
圏の学習から構成されるといった具合である。以前の「都市」という単一で固定されたスケールの
研究対象に直接対峙するようなカリキュラム構成から，「圏」の学習，「人間―環境システム」の学
習を経て具体的な地域での「応用」といった段階的なカリキュラムに変更されている。
また，自然地理学一辺倒だった前課程に対し，人環コースでは人文地理学的要素が多分に含まれ
ている。例えば人間―環境システムに関するモジュールにおいては，人類圏における創発，社会の
メタボリズム（新陳代謝），現代社会の安定性といった人文地理学的テーマが，自然地理学的テーマ
と同程度扱われている。
表 1　持続可能性の概念を採用している地理学修士課程の事例
大学 課程名 開講時期
ベルリン・フンボルト M.Sc. 人間環境システムの自然地理学 2011
アイヒシュテット 地理学：ESD 2010
フライブルク 地球変動と持続可能性 2006
グラーツ 持続可能な都市と地方の発展 2005
グライフスバルト 持続可能性地理学と地域発展 2010
ミュンヘン 環境システムと持続可能性 2009
ミュンヘン 社会システムと持続可能性 2009
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コンセプト　
ここでは人環コースの学修規定（Studienordnung）を参照し，本課程の目標について明らかにする。
本課程においては，「自然地理学の知識・方法論の理解」が最も重視されているコンピテンシーで
ある。次いで，「人間，社会，環境の相互作用に関する知識」，「地理科学的，地生態学的な構造・作
用や空間的分布・相互作用を様々なスケールで理解し，判断する能力」が育成されるという。こう
した知識や判断能力に関するコンピテンシーに続いて土壌学，地形学といった自然地理学の各領域
の「科学的知識を応用する能力」，「実践的で方法論的な能力」が獲得されるという。この応用力には，
研究対象地域の設定に始まり，理論とモデルを用いたアプローチ，状況に応じた課題解決とその結
果の検証，省察を踏まえた判断までが含まれている。複合領域性に関しては，「さまざまな専門領域
の科学的方法を統合に向かわせる」という応用力が育成されるべき能力として想定されている。態
度面では「科学的思考と責任ある行動」，「研究の実地応用の結果に対する省察と評価」，「オルタナティ
ブな行動可能性の判断」，「科学と科学政策や社会一般との関係に関する熟考」が育成されるという。
そのために講義やゼミに加えて研究プロジェクトや開発プロジェクトに参加する機会が与えられて
いる他，留学も奨励されている。
履修プランとモジュールの構成
人環コースにおける履修事例を表 2 に，モジュールの構成を表 3 に示す。
セメスター
1
環境システムI
大気圏・水文圏
人間―環境システム
地理圏・生物圏・人類圏
数理地理学
統計処理
2
環境システムII
地理圏・土壌圏・生態圏 低湿地の生態水文学
数理地理学アドバンスト
地理情報とリモートセンシング
3 土地システム科学 
4 生物圏・水文圏モデリング 
モジュール名
社会・生態系モデリング 修士論文 
表 2　人間―環境システムコースの履修プラン事例
必修モジュール 構成要素
環境システムI (10)
大気圏・水文圏
講義(3)、ゼミ(5)、巡検(1)、
試験(1)
人間―環境システム (10)
地理圏・生物圏・人類圏
講義(3)、ゼミ(5)、試験(2)
数理地理学 (10)
統計処理
ゼミ(3)、講義(3)、グループ
ワーク(2)、試験(2)
環境システムII (10)
地理圏・土壌圏・生態圏
講義(3)、野外実習(4)、巡検
(2)、試験(1)
数理地理学アドバンスト (10)
地理情報とリモートセンシング
講義(3)、ゼミ(5)、試験(2)
修士論文 (30) コロキウム(2)、論文(28)
必修選択モジュール 構成要素
プロジェクト1(10)
土壌学・地形学
ゼミ(4)、現地調査(4)、
レポート(2)
プロジェクト2(10)
低湿地の生態水文学
ゼミ(4)、現地調査(4)、
レポート(2)
プロジェクト3(10)
気候学
ゼミ(4)、現地調査(4)、
レポート(2)
選択モジュール 構成要素
発展領域1(10)
社会‐生態系モデリング
講義(3)、ゼミ(4)、グループ
ワーク(2)、レポート(1)
発展領域2(10)
生物圏・水文圏モデリング
講義(3)、ゼミ(4)、グループ
ワーク(2)、レポート(1)
発展領域3(10)
気候モデリング
講義(3)、ゼミ(4)、巡検(2)、レ
ポート(1)
発展領域4(10)
土地システム科学
ゼミ(5)、グループワーク(3)、
レポート(2)
一般教養モジュール(10) ―
表 3　人間―環境システムコースのモジュール一覧（カッコ内は ECTS の単位数）
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履修プランをみると，1 および 2 セメスターでは必修モジュールが多く，自然地理学の学習に重点
が置かれているのがわかる。続く 3，4 セメスターでは，プロジェクトや修士論文といった研究活動
が中心となる。卒業に必要な 120 ポイント 2 のうち 80 ポイントは地理学専門科目，10 ポイントは一
般教養科目から履修し，修士論文の 30 ポイントを加えて修了となる。
必修モジュールは，各圏および圏間に関する学習と地理学的スキルの学習から構成される。特に 
「環境システム」では自然地理学的な圏の学習を通して，圏における持続可能性が理解され，「人間― 
環境システム」のモジュールでは人文地理－自然地理の内容が同程度ずつ学習されるのが特徴であ
る。選択必修モジュールである「プロジェクト」は，研究プロジェクト実施に関する座学と野外実
習とから構成されているモジュールである。他のモジュールが知識や技術の習得を目標としている
のに対して，プロジェクトでは実際に学生自らが研究活動に携わることを通じて，それまでに得た
知識や技術の応用力を養おうとしている。選択モジュールでは，社会－生態系モデルや環境システ
ムモデルなど各圏におけるシステムのモデル的理解を深めることが目的とされている。
人環コースは各圏における持続可能性に関する学習と，人間―環境システムに基づいた領域横断
的な学習およびその実践から構成されていることがわかる。各圏のシステムと持続可能性に関する
学習に始まり，人間―環境システムの学習，地理学的スキルの習得，そしてプロジェクトや修士論
文執筆において研究対象地域が抱える現実的課題にフォーカスしていく過程で応用力が獲得される
というカリキュラム構成である。こうしたカリキュラムによって地理学の圏における持続可能性の
理解と各圏をつなぐ人間―環境システムの視点の獲得，まだ課題志向の態度が身につくことが想定
されている。一方で，コンセプトで掲げられた科学的思考力や責任ある態度，代替案の提示，科学
政策・社会との関連性における科学の在り方の省察といった判断や態度といったコンピテンシーに
ついては，モジュールを設けてそれらコンピテンシーを育成するというカリキュラム構成にはなっ
ていない。一部，人間―環境システムモジュールにおいて社会変革や科学と研究所の役割，現代社
会の安定といった内容を学ぶ機会が講義形式で提供されており，また，発展領域 1 の社会－生態系
モデルではコロキウムにおいて現代の環境問題について議論する機会もあるというが，しかしなが
ら，巡検などの実践的な教育機会があるにも関わらず，そこでは態度や判断の育成に関しては特に
記載されていない。いわばヒドゥンカリキュラムのように普段の学習活動を通じて身に着けていく
という位置づけになっていると捉えられる。
持続可能な発展の概念が地理学を含む科学研究に対して投げかけているのは，従来の科学研究が
目標としてきた知識や技術の深化・発展に対して，持続可能性の概念をどう取り入れていくのか，
社会参画などの視点をどう科学研究に採り入れるのかという課題ではないだろうか。フンボルト大
学の事例を見ると，各圏に持続可能性という分析視点を導入することと，圏間を人間―環境システ
ムによって接続することによって地理学と持続可能性を結び付けようとしている様子が伺えた。そ
の一方で，大学の地理学教育における判断や態度の育成という点が今後の地理学教育を考える上で
課題となる可能性が示唆された。 
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3．アイヒシュテット大学の事例「地理学：ESD」
アイヒシュテット大学はミュンヘン州のアイヒシュテットとインゴルシュタットに校舎を持つカ
トリック系大学である。1980年に開校した新設大学で，前身は教育大学と哲学・神学単科大学である 3。
アイヒシュテット大学は 2010 年に「地理学：ESD」（以下，ESD コース）の修士課程を開設し，地
理学などの学士保有者を対象に地理学と ESD に関する学習機会を提供し，地理教員や ESD 普及員
の育成を行っている。以下では履修課程解説書（Studiengangsbeschreibung）に従って ESD コース
のカリキュラムを明らかにする。
　
コンセプト
ESD コースで育成するべきコンピテンシーについてアイヒシュテット大学は，ドイツ国内の ESD
普及プロジェクトであるトランスファー 21 の解釈に従い「創造コンピテンシー 4」を育成すべきコ
ンピテンシーとしてその目標に位置づけている。そのコンピテンシーには，持続可能な発展のため
の社会活動に参画する能力に加えて，非持続可能プロセスをシステム的に分析し，判断を下す能力
が含まれているという。その際に重要となる，他者の世界観や生活概念を知ることや生態系，経済，
政治などの関連性を分析するといったコンピテンシーは，地理学と非常に親和性が高いものである
としている。より具体的には「地球上のさまざまな空間における自然的事象と社会的・経済的活動
の関連性に対する理解と、その理解を踏まえたうえでの行動」という，関連性と行動といった観点
が ESD と地理学の共通項であるという。こうした共通項があるため「地理教育には ESD が義務付
けられている」としており，またその考えは地理教育スタンダード（DGfG2006）を参照している。
地理学に関する学習モジュールは上記の関連性に基づいている，すなわち環境に関するモジュール
群，社会と経済に関するモジュール群という区分に基づいて構成されており，いわゆる持続可能性
トライアングル（環境，社会，経済の三角関係）の見方に従っている。また本コースではこの持続
可能性の見方に倫理的側面が加えられている。責任ある行動や価値観の育成は従来教会が担ってき
た社会的役割であり，カトリック系大学であるアイヒシュテット大学においては，持続可能性の理
解に対して神学・倫理学に関するモジュールが設置されていることが特徴である。
こうした地理学ないし持続可能性に関する学習とは別に，ESD そのものについての学習モジュー
ルが設定されている。そこでは ESD の概念理解や理論・実践に対して地理教育，生物教育，宗教
教育，心理学，教育学といった観点からアプローチする機会が用意されている。これらのモジュー
ルで獲得されたコンピテンシーは教育インターンシップの場で実践されることを通じて，創造コン
ピテンシーの自発的な獲得に繋がっているという。また，こうして育成された人財は ESD 普及員 5
（Multiplikator）としての認定を経て各種教育機関，環境教育センター，ジオパーク，博物館での活
躍が期待されている。
以上をまとめるとアイヒシュテット大学の ESD コースは，1） 持続可能性トライアングルの視点
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から整理された地理学の学習，2） 神学・倫理学による責任感や価値観の育成，3） 教科教育や心理学・
教育学といった多様な視点からの ESD 学習，4） 教育インターンシップでの実践を通じた創造コンピ
テンシーの獲得といった 4 つのコンセプトから構成されているといえる。また卒業後には学校や教員，
生徒に対して創造コンピテンシーの育成・促進に寄与できる人財を輩出することが目指されている。
　
運営組織　
様々な学部の教授陣による教育体制が複合領域的アプローチとして本 ESD コースの特色となって
いる。「生涯教育，倫理，生物教育，宗教教育，心理学との協力関係にある地理学」として，地理学
が中心的な役割を担っており，地理教育研究者であるイングリッド・ヘマー教授が本コースを統括
している。中心スタッフは数理地理学部の地理学教授陣であり，その専門領域は自然地理学，応用
自然地理学，景観生態学，文化地理学，経済地理学，観光学である。また同学部から生物教育のスタッ
フも参加している。そこに哲学教育学部，経済学部，歴史社会科学部，神学部の 4 つの学部が協力
しており，それぞれ生涯教育と心理学，キリスト教社会倫理・社会政策，組織社会学，宗教教育のスタッ
フが参加している。
履修プランおよびモジュール構成
ESD コースにおける履修プランの事例を表 4 に挙げた。また，必修モジュールおよび必修選択モ
ジュールに関しては表 5，表 6 のとおりである。
 
セメスター
1
経済地理学：空間的・
地域的な発展と計画(5)
開発問題とグローバ
ル学習(5)
2
企業における持続可
能性マネジメント(5)
災害と人間活動(5)
ESDの神学・倫理学
的側面(5)
3
人文地理学：国際観光
の発展と計画(5)
地域地理学：ドイツ
(5)
持続可能な環境の
発展(5)
地理教育アドバンスト
(5)
-
4
地形・水文環境プロセスと自然災害(10)
ESD巡検(10)
修士論文(30)
モジュール名(ポイント)
ESDインターン
シップ(10)
ESD基礎講座(10)
表 4　ESD コースの履修プラン
履修プラン事例をみると，地理学の専門的内容と ESD に関する内容がどのセメスターにおいても
同時に並行して学ばれている。また，地理学については人文地理学と自然地理学の領域が同時に学
ばれるようなモジュール構成となっている。ここで特筆すべきは，創造コンピテンシーを育成する
ために，必修モジュールとしてカリキュラムに組み込まれている巡検およびインターンシップであ
る。巡検では，持続可能な発展と非持続可能な発展について実際に現場で課題を分析する能力およ
び説明する能力を獲得することが目的とされている。巡検の準備段階では持続可能性の理論につい
て学び，学んだ理論を実際に巡検で訪れた現場で応用するという過程を通じて，持続可能性の実践
に関するコンピテンシーを養う。巡検期間は少なくとも 8 日間と設定されている。インターンシッ
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プも同様に ESD 実践力育成の場として位置づけられており，特に協働やコミュニケーションといっ
たコンピテンシーの育成がここでは課題となっている。インターンシップは ESD に関連する職場で
行われることが想定されており，期間は 8 週間以上とされている。
そのほか ESD に関する必修モジュールには開発問題とグローバル学習，ESD 基礎講座，ESD と
神学・倫理学的側面といったモジュールがある。「開発問題とグローバル学習」では二つのゼミの同
時履修によって，開発問題についての知識・理論について理解を深めると共に，それのグローバル
学習における教育応用実践について教授学的モデルを参考にしながら学んでいく。これは地理学的
な内容とその授業実践に向けた学習が組み合わされたモジュールであるといえる。「ESD 基礎講座」
では，持続可能な発展の概念的理解に始まり，環境教育や ESD の教授方法，授業実践の分析や省察
の方法論についてのコンピテンシーを育成するとともに学校外での ESD についても学ぶ。そのため学
校内 ESD について学ぶゼミと学校外 ESD について学ぶゼミを同時履修することとなる。学校外 ESD
では巡検がモジュールに組み込まれており，学校外における環境教育の実践方法を学ぶ機会が提供さ
セメスター モジュール名(ポイント) 授業形態(ポイント) 領域
経済地理学：空間的・地域的な発展と計画(5) ゼミ(2)、講義(3) 地理学
地形・水文環境プロセスと自然災害(10) ゼミ(10) 地理学
開発問題とグローバル学習(5) ゼミ(2.5)、巡検(1)、レポート(1.5) 地理学・地理教育
ESD基礎講座(10) ゼミ(5)、巡検(2)、ポートフォリオ(3) 地理教育・生物教育
ESDの神学・倫理学的側面(5) ゼミ（5） 宗教教育
ESD巡検(10)　（※8日間以上） ゼミ(3)、巡検(7) 地理学・生物教育
人文地理学：国際観光の発展と計画(5) ゼミ(2.5)、レポート(2.5) 地理学
4 修士論文(30)　(※25000字以上) ゼミ・調査・執筆(30) 地理教育
地理教育・生物教育
1
2
3
ESDインターンシップ(2，3セメスターで10) 実践(9)、レポート(1)
表 5　ESD コースの必修モジュール一覧
表 6　ESD コースの必修選択モジュール一覧
モジュール名(ポイント) 授業形態(ポイント) 領域
持続可能な環境の発展(5) ゼミ(5) 地理学
自然災害の分析と評価 ゼミ(5) 地理学
気候プロセスと自然災害 ゼミ(5) 地理学
地理情報と統計的手法 ゼミ(5) 地理学
環境モニタリング 講義(1)、ゼミ(4) 地理学
地理教育アドバンスト ゼミ(4)、コロキウム(1) 地理教育
地域地理学：ドイツ 講義(1.5)、実習(3.5) 地理学
地質学入門 講義(1)、ゼミ(2.5)、試験(1.5) 地理学
応用地質学 ゼミ(5) 地理学
植物学 講義(2.5)、試験(2.5) 生物教育
生涯学習I ゼミ(5) 成人教育
生涯学習II ゼミ(5) 成人教育
災害と対応 講義(1)、ゼミ(3)、試験(1) 地理学
企業における持続可能性マネジメン
ト：倫理的基礎と実践
ゼミ(5) -
アジェンダ21 ゼミ(7)、巡検(2) 組織社会学
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れている。「ESD と神学・倫理学側面」では，持続可能の概念が神学の領域においてすでに理論，実
践ともに確立されたものであり，また教会などは将来的な発展のために日々様々な活動を行っている
という認識に基づき，持続可能性の概念を教会の立場から理解し，また実践事例を学ぶとされている。
ここで必修になっている地理学の領域構成を見てみると自然，経済，人文といった前述の持続可
能性トライアングルに近いモジュール群構成になっていることが指摘できる。経済地理学モジュー
ルでは，経済成長と地域発展がテーマの中心に据えられており，例えば観光産業の成長と地域への
影響といった事例が挙げられている。学生はこうした事例分析を通じて，経済地理学の基礎概念や
研究方法を学習する。その際に持続可能性の概念については「持続可能性にまつわる論稿の批判的
分析を通じて身につけること」とされているが，経済地理学の学習と持続可能性の学習の関係性は
あまり明確ではない。これは人文地理学モジュールでも同様で，こちらでは国際観光が持続可能な
社会の形成に不可欠であるとの観点から，グローバリゼーションや地域発展と国際観光の関係性を
学ぶことになっているが，その際に「持続可能性を意識して学ぶ」といった程度の記述に留まって
いる。こうした持続可能性の記述がある一方，地形 - 水文モジュールでは人間―環境システムの観
点に基づいて学習内容が組まれている。このモジュールでは，地形プロセスと水文プロセスの関係
性を説明する能力や，人間活動と地形・水文プロセスの相互作用についての説明能力，持続可能性
の観点から研究対象地域の実状を評価し，解決策を提案する能力の育成が目標とされている。特に
砂漠や熱帯などの土壌とその土地利用や，雪崩や地すべりなどの自然災害のように地形・水文プロ
セスと人間活動が深く関わっている内容に主眼を置いて学習が展開される。
以上から，ESD コースにおける持続可能性トライアングル（自然・経済・社会）の視点は，地理
学においては自然地理，経済地理，人文地理といった領域に置き換えられていること，経済および
人文地理的領域における持続可能性の扱いは不明瞭だったものの，自然地理的領域では人間―環境
システムの視点を通じて自然と社会の相互関係が学ばれることが示されていた。
実践向けカリキュラム
上述の必修モジュールに加えて，15 の選択必修モジュールが提供されており，そこから 4 つほ
どモジュールを選択してカリキュラムを組み立てる。地理学の領域に位置づけられるモジュールの
うち「持続可能な環境の発展」，「自然災害の分析と評価」，「気候プロセスと自然災害」，「地域地理
学」では学習に際して自然環境と人間活動の相互作用といった見方が多分に含まれており，人間―
環境システムの見方が採用された地理学モジュール群であるといえる。「環境モニタリング」，「地理
情報と統計的手法」のモジュールにおいては，自然地理的な観測方法や GIS といった地理学的スキ
ルの習得が目指されている。また「地質学入門」，「応用地質学」，「植物学」のモジュールは，地形
学や水文学の基礎領域として，あるいは土壌と地形や気候を繋ぐ仲介領域として地理学に関連付け
られたモジュールである。「地理教育アドバンスト」では，地理教育の研究成果に基づいた授業展開
を構成する能力育成が目的に掲げられているのに加えて，教員免許取得のための国家試験準備コー
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スという役割も付与されている。そのほか「生涯学習」や「企業における持続可能性マネジメント」
は実践志向であり，社会教育 ESD 実施の組織づくりの仕方や実施方法，企業の CSR 活動における
ESD のケーススタディの理解を通じて学校外での ESD 実践方法を学ぶ。また，「災害と対応」では，
環境心理学の知見に基づいた人間の災害時の行動について学ぶが，それは持続可能な社会を考える
にあたり，災害メカニズムだけではなく人間の行動まで含めた研究が必要だとする考えに基づいて
いる。「アジェンダ 21」のモジュールでは地域ガバナンスや社会参画の方法の理解を基に，巡検を行っ
てその現場を観察して理解を深める活動を行うとされている。
以上をまとめると ESD コースでは，1） 持続可能性トライアングルと地理学は構成領域が重複し
ているため，自然地理学，経済地理学および人文地理学によって持続可能性トライアングルを構成
している，2） 自然地理では人間―環境システムの見方を採用することによって持続可能性の学習が
より明確に位置づけられていた，3） 学校内外問わず，またカトリックの神学・倫理から企業 CSR
まで ESD の理論と実践に関わる内容が幅広く扱われていた，4） 巡検やインターンなど実践の場が
数多く提供されており，理論と実践が結びついたカリキュラムである，として整理できる。
4．おわりに　
本稿では，フンボルト大学およびアイヒシュテット大学のカリキュラム分析を通じて，現代ドイ
ツの大学の地理学と地理教育における持続可能性と ESD の位置づけを明らかにした。
フンボルト大学の人環コースにおいては，各圏における持続可能性に加え，圏同士が人間―環境
システムの見方を採用したことにより繋がっていくことを通じて，地理学に持続可能性の概念を導
入していることを確認した。一方で，持続可能な社会形成において重視される行動や価値判断に関
してのモジュールは設けられておらず，その位置づけについては不明瞭だった。これに対してアイ
ヒシュテット大学の ESD コースでは，人間―環境システムの見方と持続可能性トライアングルの重
複から地理学と持続可能性とが結びつけられていたのに加え，神学・倫理といった価値判断に関わ
るモジュールも設けられていた。また，巡検やインターンシップが ESD の理論と実践を結びつける
場として明確に位置づけられている点で実践志向のカリキュラムであった。
これまでドイツの地理学および地理教育については，スタンダードやガイドラインを通じて，持
続可能性への貢献や人間―環境システムという見方，総合的な地理学観といったことが繰り返し強
調されてきた（表 7）。
地理教育スタンダード 教員養成スタンダード 地理教員養成ガイドライン
ドイツ地理学会2006 常設文部大臣会議2008 ドイツ地理学会2009
指針 決議 指針
ESD、地理教育コンピテンシー、
人間―環境システム
ESD、コンピテンシー志向の授
業、地理圏
ESD、課題志向の人間環境相互
作用、総合的地理学
表 7　地理教育に関するスタンダードおよびガイドラインの変遷
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とりわけ人間―環境システムについて本稿で明らかになったことを強調すれば，フンボルト大学
の事例においては人間―環境システムが地理学における圏間の架橋という，領域横断的な役割を果
たしていたこと，アイヒシュテット大学の事例においては持続可能性トライアングルの要素間をつ
ないでいたことを確認した。また，持続可能性トライアングルにおける自然・経済・社会の持続可
能な関係性は，アイヒシュテット大学の事例のように自然地理，経済地理，人文地理の持続可能な
関係性として置き換えることができるが，それらの間の関係性に対するアプローチとしては唯一，
人間―環境システムが採用されていた。つまり人間―環境システムは，持続可能性トライアングル
の各要素間の領域横断的関係性を考えるための唯一のアプローチであるといえる。またそうしたこ
とから，地理学における持続可能性の中核ひとつを担っているといえるのではないだろうか。
ドイツでは，2014 年に終わる DESD の次を見据えた「ESD の将来戦略 2015+」の策定に取り掛かっ
ている。そこでは「持続可能プロセスの実践」や「プロジェクトから構造へ」の転換，「持続可能性
の政治へのアプローチ」などが提起されている 6。これらの観点は今回報告した 2 つの大学の事例に
も含まれており，ドイツの地理学，地理教育はますます持続可能性，ESD との親和性を高めていく
ように思われる。
［注］
1　 地理学および地理教育の専門教育の方向性を明らかにするというねらいから，とりわけバチェラー・マスター導入
以後，より専門性の高い教育を行っている修士課程を研究の対象とした。
2　 ポイントは欧州単位互換制度（ECTS）の単位数を意味し，1 ポイントあたり 30 時間の従事時間とされている。
　  http://ec.europa.eu/education/lifelong-learning-policy/doc/ects/key_de.pdf（2012 年 11 月 5 日閲覧）。
3　 http://www.ku.de/unsere-ku/portraet/　（2012 年 11 月 5 日閲覧）
4　 創造コンピテンシー（Gestaltungskompetenz）とは，個人の自律的な活動，手法・方法を使いこなす能力，交流・参
画していく社会能力などを指している（Haan 2008）。
5　 ESD 普及員は，全学校種を対象とした ESD 授業のプログラム開発や実践を行う。学校活動における ESD を統合し，
コンピテンシーの育成を担う。また学校の質的改善も担う。ベルリン自由大学のグループが育成を始めた認定制度
である（http://www.bne-ganztagsschule.de/2012 年 11 月 5 日閲覧）。
6　 オンライン上での議論を得て ESD 国内委員会によってまとめられたドイツの「将来戦略 ESD2015+」http://www.
bne-portal.de/coremedia/generator/unesco/de/Downloads/Aktuelles/Meldungen/20120712_Zukunftsstrategie 2015_
Vollversion.pdf（2012 年 11 月 5 日閲覧）
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